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去る１月23日、中国桂林市霊川県と西桂町が友好都市集結調印式を行いました。
来年度からは、小中学生のみなさんによる交換留学が始まる予定です。



平
成
19
年
１
月
７
日
、
中
学
校
多
目
的
ホ
ー
ル
に
て
、
成
人
式
が
厳
粛
か
つ
盛
大
に
お
こ
な
わ
れ
ま
し
た
。

今
年
の
西
桂
町
成
人
式
の
参
加
者
は
65
名
と
、
昨
年
に
比
べ
大
幅
に
増
え
、
晴
着
や
ス
ー
ツ
で
め
か
し
こ
ん

だ
成
人
者
に
、
会
場
も
一
足
早
い
春
を
迎
え
た
よ
う
な
暖
か
な
雰
囲
気
に
つ
つ
ま
れ
ま
し
た
。

式
典
で
は
、
前
田
町
長
を
は
じ
め
と
す
る
多
数
の
参
列
者
か
ら
心
温
ま
る
お
祝
い
の
言
葉
が
成
人
者
に
お

く
ら
れ
、
そ
れ
に
応
え
る
形
で
、
新
成
人
者
を
代
表
し
て
廣
瀬
智
也
さ
ん
と
山
崎
智
子
さ
ん
が
そ
れ
ぞ
れ
あ

い
さ
つ
し
、
成
人
と
し
て
の
新
し
い
責
任
を
自
覚
し
、
今
迄
お
世
話
に
な
っ
た
方
々
に
感
謝
す
る
と
と
も
に
、

自
分
た
ち
の
夢
に
向
か
っ
て
努
力
し
て
い
く
と
、
元
気
に
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
式
典
終
了
後
に
は
、
小

中
学
校
時
代
の
恩
師
か
ら
の
ビ
デ

オ
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
上
映
も
あ
り
、

懐
か
し
い
先
生
か
ら
励
ま
し
の
言

葉
や
当
時
の
映
像
に
一
喜
一
憂
し
、

和
や
か
な
時
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。

新
成
人
の
皆
様
、
ご
成
人
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

成
人
式
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去
る
１
月
６
日
（
土
）
新
春
恒
例

の
西
桂
町
出
初
式
が
雪
の
中
、
多
く

の
来
賓
を
迎
え
西
桂
中
学
校
体
育
館

で
挙
行
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
消
防
活
動
及
び
防
犯
活
動

の
功
績
に
あ
っ
た
多
く
の
消
防
団
員

が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

山
梨
県
消
防
協
会
長
表
彰

◆
甲
種
功
労
章

副

団

長
　
川
　
村
　
義
　
正

◆
乙
種
功
労
章

副

団

長
　
芦
　
澤
　
茂
　
義

第
一
分
団

分

団

長
　
武
　
藤
　
隆
　
義

第
二
分
団

分

団

長
　
高
　
尾
　
峯
　
夫

第
三
分
団

分

団

長
　
渡
　
辺
　
　
　
洋

第
四
分
団

分

団

長
　
幡
　
野
　
儀
一
郎

第
五
分
団

分

団

長
　
新
　
田
　
隆
　
司

◆
正
会
員
感
謝
状

技
術
分
団

副
分
団
長
　
川
　
村
　
　
　
豊

交
通
分
団

副
分
団
長
　
白
　
須
　
良
　
治

富
士
・
東
部
地
域

県
民
セ
ン
タ
ー
所
長
表
彰

副

団

長
　
芦
　
澤
　
茂
　
義

都
留
警
察
署
長
　

防
犯
協
会
都
留
支
部
長
表
彰

第
一
分
団

分

団

長
　
武
　
藤
　
隆
　
義

第
二
分
団

分

団

長
　
高
　
尾
　
峯
　
夫

第
三
分
団

分

団

長
　
渡
　
辺
　
　
　
洋

第
四
分
団

分

団

長
　
幡
　
野
　
儀
一
郎

第
五
分
団

分

団

長
　
新
　
田
　
隆
　
司

団
長
表
彰

◆
10
年
勤
続
表
彰

交
通
分
団

分

団

長
　
菅
　
谷
　
喜
　
晴

技
術
分
団

副
分
団
長
　
川
　
村
　
　
　
豊

係
　
　
長
　
権
　
守
　
正
　
弘

第
二
分
団

班
　
　
長
　
権
　
守
　
　
　
厚

団
　
　
員
　
郷
　
田
　
浩
　
隆

第
三
分
団

団
　
　
員
　
渡
　
辺
　
　
　
誠

◆
５
年
勤
続
表
彰

第
一
分
団

副
分
団
長
　
渡
　
辺
　
高
　
士

班
　
　
長
　
川
　
村
　
英
　
之

班
　
　
長
　
加
　
藤
　
雅
　
人

第
二
分
団

班
　
　
長
　
渡
　
辺
　
富
　
之

団
　
　
員
　
渡
　
辺
　
了
　
之

第
四
分
団

給
　
　
与
　
渡
　
辺
　
和
　
夫

第
五
分
団

班
　
　
長
　
前
　
田
　
　
　
圭

◆
優
良
団
員
表
彰

第
一
分
団

班
　
　
長
　
川
　
村
　
英
　
之

班
　
　
長
　
渡
　
辺
　
　
　
誠

第
二
分
団

団
　
　
員
　
滝
　
口
　
健
　
一

第
三
分
団

団
　
　
員
　
小
　
林
　
隼
　
也

団
　
　
員
　
滝
　
口
　
善
　
嗣

第
四
分
団

班
　
　
長
　
永
　
田
　
耕
　
造

団
　
　
員
　
小
　
林
　
克
　
次

団
　
　
員
　
小
　
山
　
　
　
豪

第
五
分
団

団
　
　
員
　
勝
　
俣
　
規
　
仁

団
　
　
員
　
前
　
田
　
俊
　
明

◆
火
の
元
優
良
の
家

倉

見

区
　
川
　
村
　
祐
　
ニ

柿

園

区
　
渡
　
辺
　
清
　
治

本

町

区
　
安
　
富
　
英
　
彦

上

町

区
　
小
　
澤
　
靖
　
弘

下
暮
地
区
　
前
　
田
　
憙
　
則

出
初
め
式
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町
か
ら
の
お
知
ら
せ

4

大
月
税
務
署
か
ら
のお

願
い

申
告
書
は
ご
自
分
で
書
い
て

提
出
は
お
早
め
に

◎
国
税
庁
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確
定

申
告
書
な
ど
の
作
成
が
で
き
ま
す
。

（
所
得
税
の
確
定
申
告
書
・
決
算
書
・

収
支
内
訳
書
・
消
費
税
等
の
確
定
申

告
書
・
贈
与
税
の
申
告
書
が
作
成
可

能
！
）

※
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
「
確
定

申
告
書
等
作
成
コ
ー
ナ
ー
」
で
作
成

（
入
力
）
し
、
プ
リ
ン
ト
ア
ウ
ト
し
た

確
定
申
告
書
は
、
そ
の
ま
ま
税
務
署

に
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ま
た
、e-T

a
x

（
イ
ー
タ
ッ
ク
ス
）

を
ご
利
用
い
た
だ
く
と
国
税
庁
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
作
成
し
た
申
告
書
デ
ー

タ
（
贈
与
税
を
除
く
。）
に
電
子
署
名

を
し
て
、
そ
の
ま
ま
送
信
（
提
出
）

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

な
お
、
平
成
18
年
分
か
ら
、
土

地
・
建
物
等
の
譲
渡
所
得
及
び
贈
与

税
に
つ
い
て
も
、
ご
利
用
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。（
特
例
の
内
容
等

に
よ
り
、
ご
利
用
で
き
な
い
場
合
が

あ
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。）

ま
た
、
確
定
申
告
書
以
外
に
も
税

務
に
関
す
る
主
な
行
政
手
続
に
つ
い

て
の
申
請
・
届
出
書
様
式
を
提
供
し

て
い
ま
す
の
で
、
是
非
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

国
税
庁
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

h
ttp

://w
w
w
.n
ta
.g
o
.jp

e-T
ax

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

h
ttp

://w
w
w
.e

‐ta
x
.n
ta
.g
o
.jp

○
所
得
税
、
消
費
税
及
び
地

方
消
費
税
の
納
税
に
は
、
安

全
で
便
利
な
、
口
座
振
替
を

是
非
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

○
口
座
振
替
の
ご
利
用
を
希

望
さ
れ
る
場
合
は
、「
口
座
振

替
依
頼
書
」
を
、
上
記
の

「
確
定
申
告
及
び
納
税
の
期
限
」
ま
で

に
税
務
署
又
は
ご
利
用
さ
れ
る
金
融

機
関
に
提
出
（
郵
送
）
を
お
願
い
し

ま
す
。

○
「
口
座
振
替
依
頼
書
」
は
、
税
務

署
及
び
金
融
機
関
に
ご
用
意
し
て
お

り
ま
す
。
ま
た
、「
確
定
申
告
書
の
手

引
き
」
に
も
様
式
が
掲
載
さ
れ
て
お

り
ま
す
の
で
、
切
り
離
し
て
ご
利
用

く
だ
さ
い
。
国
税
庁
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
こ
と
も

で
き
ま
す
。

○
納
付
書
に
よ
り
納
税
さ
れ
る
場
合

は
、
上
記
の
納
税
の
期
限
ま
で
に
、

最
寄
り
の
金
融
機
関
の
窓
口
で
の
納

税
を
お
願
い
し
ま
す
。

○
期
限
内
に
納
税
で
き
る
よ
う
、
納

税
資
金
の
積
立
て
を
お
勧
め
し
て
お

り
ま
す
。

※
口
座
振
替
を
ご
利
用
の
場
合
の
振

替
日
は
、
所
得
税
が
４
月
20
日
（
金
）、

個
人
事
業
者
の
消
費
税
及
び
地
方
消

費
税
が
４
月
26
日
（
木
）
で
す
。

２
月
は

『
省
エ
ネ
月
間
』
で
す
。

「
う
ち
エ
コ
！
」
で
地
球
に

や
さ
し
い
省
エ
ネ
ヒ
ン
ト
集

①
暖
房
器
具
の
使
い
方
３
つ
の
ポ
イ

ン
ト

�

暖
め
る
必
要
の
あ
る
場
所
で

�

必
要
に
応
じ
た
器
具
で

�

必
要
な
量
だ
け
暖
め
ま
し
ょ
う

②
暖
房
す
る
と
き
に
は
…
…

カ
ー
デ
ィ
ガ
ン
や
ひ
ざ
か
け
、
ソ

ッ
ク
ス
な
ど
着
る
も
の
を
工
夫
す
る

と
体
感
温
度
が
ぐ
ん
と
ア
ッ
プ
！

カ
ー
デ
ィ
ガ
ン
　
＋
２
・
２
℃

ひ
ざ
か
け
　
　
　
＋
２
・
５
℃

ソ
ッ
ク
ス
　
　
　
＋
０
・
６
℃

③
暖
房
す
る
と
き
に
は
…
…

暖
房
機
＋
扇
風
機
!?

扇
風
機
で
暖
ま
っ
た
空
気
を
循
環

さ
せ
る
と
、
室
内
が
ま
ん
べ
ん
な
く

暖
ま
り
ま
す

④
暖
房
を
消
す
タ
イ
ミ
ン
グ
は
…
…

15
分
前
に
ス
イ
ッ
チ
・
オ
フ
！

室
温
は
急
に
は
下
が
ら
な
い
の
で
、

早
め
の
オ
フ
を
習
慣
に
し
ま
し
ょ
う
。

⑤
暖
房
器
具
の
使
い
始
め
に
…
…

フ
ィ
ル
タ
ー
の
お
手
入
れ
を
し
ま

し
ょ
う
！

フ
ィ
ル
タ
ー
が
目
詰
ま
り
す
る
と

暖
房
が
き
か
な
く
な
り
ま
す
。

ゴ
ミ
の
野
焼
き
禁
止

廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す

る
法
律
は
、
廃
棄
物
の
野
外
焼
却
を

禁
止
し
て
い
ま
す
。

【
例
】

・
家
庭
か
ら
出
た
ゴ
ミ
や
廃
品
の
焼

却
・
解
体
し
た
家
屋
か
ら
出
た
木
く

ず
や
廃
畳
等
の
焼
却
・
事
業
活
動
で

出
た
紙
く
ず
等
の
焼
却
・
霜
害
を
防

ぐ
た
め
の
廃
タ
イ
ヤ
等
の
焼
却
・
農

業
で
マ
ル
チ
ン
グ
や
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ

ス
に
使
用
し
た
ビ
ニ
ー
ル
類
の
焼
却

【
例
外
】

・
廃
棄
物
処
理
基
準
に
適
合
し
た
焼

却
炉
で
の
ゴ
ミ
の
焼
却
（
排
ガ
ス
処

理
装
置
等
を
完
備
し
た
焼
却
炉
）
で

の
み
可
能
で
す
。

・
災
害
の
応
急
対
策
や
復
旧
の
た
め

に
必
要
な
ゴ
ミ
の
焼
却
・
農
業
者
や

林
業
者
が
行
う
稲
わ
ら
や
伐
採
し
た

枝
等
の
焼
却
・
「
ど
ん
と
焼
き
」
な

ど
風
俗
習
慣
又
は
宗
教
行
事
を
行
う

た
め
の
焼
却
・
た
き
火
そ
の
他
日
常

生
活
を
営
む
上
で
通
常
行
わ
れ
る
軽

微
な
焼
却
（
例
〜
た
き
火
、
キ
ャ
ン

プ
フ
ァ
イ
ヤ
ー
、
暖
を
と
る
為
の
薪

の
焼
却
）
な
ど
。

い
ず
れ
の
場
合
も
ビ
ニ
ー
ル
、
プ

住
民
福
祉
課

税
　
務
　
課

所
得
税
の
申
告
と
納
税
は

３
月
15
日

ま
で

贈
与
税
の
申
告
と
納
税
は

３
月
15
日

ま
で

個
人
事
業
者
の
消
費
税
及
び
地
方

消
費
税
の
申
告
と
納
税
は

４
月
２
日

ま
で
で
す
。

納
税
に
は
、
口
座
振
替
を
ご
利
用

く
だ
さ
い
。



ラ
ス
チ
ッ
ク
な
ど
ゴ
ミ
を
燃
す
こ
と

は
出
来
ま
せ
ん
。）

◆
法
律
に
違
反
し
て
野
外
焼
却
を
行

っ
た
場
合
は
、
以
下
の
罰
則
の
適
用

を
受
け
処
罰
さ
れ
ま
す
。

廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す

る
法
律
第
16
の
２
、
同
法
第
25
条
１

項
　
５
年
以
下
の
懲
役
若
し
く
は
、

１
、
０
０
０
万
円
以
下
の
罰
金

町
民
個
々
人
が
協
力
し
て
違
法
な

ゴ
ミ
の
野
外
焼
却
を
な
く
し
ま
し
ょ

う
！

お
問
い
合
せ
先

富
士
・
東
部
林
務

環
境
事
務
所
環
境
課

�

０
５
５
４
―
４
５
―
７
８
１
１

役
場
住
民
福
祉
課
環
境
係
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温かい善意を 
ありがとうございます。 
(株)セルバ・サンフーズ富士見町店から、学

校教育に役立ててほしいとして西桂中学校に教

育用備品（プリンター）の寄附がありました。

どうもありがとうございました。

イソフラボンを含有する地

元産青はた大豆と赤穂の天

然塩を使ったこだわりの手

作り味噌を作りませんか?!

日　　時 ２月18日（日）午前９時～午後２時

場　　所 三ッ峠グリーンセンター　バーベキュー場

体 験 料 3,500円（5kg）（材料・指導料を含む）

材　　料 青はた大豆・赤穂の天塩、米麹、麦麹

持 ち 物 エプロン・2Ｌペットボトル（あめのお持ち帰り用）

募集人数 20名

申込締切 ２月５日（月）※定員になり次第締め切ります。

「一円玉募金」への
ご協力ありがとうございました。
レディース西桂（西桂町婦人会）より

本年度も11月下旬から12月上旬にかけて、レデ
ィース西桂役員が各戸訪問し、青少年教育や救済
事業に役立ててもらうことを目的に、皆様のご理
解のもと、たくさんの「一円玉募金」を集めるこ
とができました。

ご協力くださいました皆様のご好意に感謝を申し上げる
とともに、以下のように寄付させていただきましたのでご
報告申し上げます。

教
育
委
員
会

※郡婦連を通してＮＨＫ・日赤等の救済事業に寄付される分です。

～一円玉募金のつかいみち～

寄 付 先

西桂町（町児童館へ）

西桂町社会福祉協議会

南都留郡婦人会連合会（※）

合 計

金 額（円）

６９，３０８

６０，０００

１０，０００

１３９，３０８

お申し込み・お問い合わせ先　企画振興課



ひ
よ
こ
学
級
の
お
知
ら
せ

３
月
の
ひ
よ
こ
学
級
は
、
次
の
と

お
り
で
す
。
お
気
軽
に
ご
参
加
下
さ

い
。

日
時

３
月
７
日

午
前
10
時
〜
正
午

場
所

い
き
い
き
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

内
容

会
食
を
か
ね
て
「
ひ
な
ま
つ

り
」
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

育
児
支
援

愛
育
会

対
象

２
･
３
歳
児
の
親
子

参
加
費

無
料

申
し
込
み

電
話
又
は
、
直
接
お
申

し
込
み
下
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ
先

児
童
館
・
佐
藤

温
か
い
善
意
を
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す

レ
デ
ィ
ー
ス
西
桂
（
西
桂
町
婦
人

会
）
よ
り
、「
一
円
玉
募
金
」
の
浄
財

か
ら
児
童
館
へ
、
図
書
券
等
を
頂
き

ま
し
た
。
心
優
し
い
西
桂
っ
子
に
育

つ
よ
う
、
児
童
館
の
図
書
購
入
費
と

し
て
有
効
に
活
用
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。
ご
協
力
い
た
だ
い
た
会

員
の
皆
様
、
町
民
の
皆
様
の
ご
好
意

に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

な
か
よ
しK

id's

か
ら
の

お
知
ら
せ

な
か
よ
しK

id
's

（
母
親
ク
ラ
ブ
）

で
は
会
員
募
集
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

近
所
に
遊
び
友
達
の
い
な
い
お
子
さ

ん
や
子
育
て
の
悩
み
・
喜
び
等
を
伝

え
合
い
、
子
ど
も
・
お
母
さ
ん
同
士

の
輪
を
広
げ
て
み
ま
せ
ん
か
？

一
度
遊
び
に
来
て
く
だ
さ
い
。
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ
先

児
童
館
・
佐
藤

水
道
の
凍
結
に
ご
注
意
を

水
は
凍
る
と
体
積
が
増
え
る
た
め
、

水
道
の
中
で
膨
張
し
水
道
管
の
破
裂

を
引
き
起
こ
し
ま
す
。

富
士
五
湖
地
方
で
は
、
河
口
湖
で

予
想
最
低
気
温
が
マ
イ
ナ
ス
10
℃
以

下
に
な
り
ま
す
と
、
低
温
注
意
報
が

発
令
さ
れ
ま
す
。
天
気
予
報
に
注
意

し
て
、
水
道
の
凍
結
防
止
を
お
願
い

し
ま
す
。

水
道
が
凍
っ
て
出
な
く
な
っ
た
り

破
裂
を
し
た
場
合
に
は
、
西
桂
町
指

定
の
水
道
業
者
に
解
凍
及
び
修
理
を

依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。

便
利
な
口
座
振
替
を
ご
利

用
く
だ
さ
い

口
座
振
替
と
は
、
お
客
様
の
口
座

か
ら
自
動
的
に
水
道
料
金
の
お
支
払

い
が
出
来
る
手
間
の
か
か
ら
な
い
方

法
で
す
。

手
続
き
に
は
、
預
金
通
帳
に
使
用

の
印
鑑
と
「
ご
使
用
水
量
の
お
知
ら

せ
」
か
「
水
道
料
金
の
領
収
書
」
に

記
載
さ
れ
て
い
る
給
水
栓
番
号
が
必

要
と
な
り
ま
す
。
西
桂
町
指
定
の
金

融
機
関
の
窓
口
に
て
取
り
扱
っ
て
お

り
ま
す
。
役
場
に
お
越
し
い
た
だ
く

必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

お
問
い
合
わ
せ
先

水
道
係

「
法
務
局
な
ん
で
も
無
料

相
談
所
」
の
お
知
ら
せ

―
あ
な
た
の
お
知
り
な
り
た

い
法
務
局
に
関
す
る
ど
ん
な

相
談
に
も
お
答
え
し
ま
す
―

法
務
局
で
は
、
登
記
、
戸
籍
、
供

託
、
訟
務
、
人
権
擁
護
、
成
年
後
見

登
記
、
遺
言
等
公
正
証
書
に
関
す
る

事
務
等
、
住
民
の
皆
様
方
の
生
活
に

深
く
関
係
す
る
事
務
を
取
り
扱
っ
て

お
り
ま
す
。

こ
れ
ら
に
関
す
る
こ
と
で
、
疑
問

に
思
っ
て
い
る
こ
と
、
不
明
な
点
、

お
知
り
に
な
り
た
い
こ
と
等
が
ご
ざ

い
ま
し
た
ら
、
法
務
局
の
職
員
、
公

証
人
が
お
答
え
す
る
相
談
所
を
開
設

い
た
し
ま
す
の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ

い
。秘

密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
し
、
事

前
の
予
約
等
特
別
な
手
続
き
も
不
要

で
す
。

日
時

２
月
25
日

午
前
９
時
〜
午
後
３
時
30
分

場
所甲

府
地
方
法
務
局
４
階
会
議
室

（
甲
府
市
北
口
１
―
２
―
19
）

相
談
内
容

・
土
地
や
建
物
、
会
社
等
の
登
記
の

手
続
、
土
地
境
界
に
関
す
る
こ
と

・
相
続
問
題
、
遺
言
等
に
関
す
る
こ
と

・
お
年
よ
り
の
財
産
等
を
守
る
成
年

後
見
制
度
に
関
す
る
こ
と

・
婚
姻
、
離
婚
、
親
権
、
扶
養
等
に

関
す
る
こ
と

・
帰
化
等
国
籍
に
関
す
る
こ
と

・
地
代
、
家
賃
の
支
払
い
等
の
借
地
、

借
家
に
関
す
る
こ
と

・
児
童
・
生
徒
の
「
い
じ
め
」「
体
罰
」

に
関
す
る
こ
と

・
あ
ら
ぬ
噂
や
中
傷
等
名
誉
・
信
用

に
関
す
る
こ
と

・
成
年
後
見
登
記
の
手
続
き
や
証
明

書
に
関
す
る
こ
と

・
そ
の
他

相
談
担
当

法
務
局
職
員
・
公
証
人

主
　
　
催

甲
府
地
方
法
務
局

そ
の
他

登
記
・
供
託
の
手
続
き
に

つ
い
て
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
及
び

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
サ
ー
ビ
ス
を

利
用
し
て
、
登
記
・
供
託
に
関
す
る

手
続
き
等
の
情
報
入
手
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

○
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

ア
ド
レ
ス
　h

ttp://in
fo.m

oj.g
o.jp

○
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
サ
ー
ビ
ス

０
５
５
―
２
４
０
―
６
０
２
７

電
話
に
よ
る
（
音
声
ガ
イ
ド
）
一

定
の
ご
案
内
に
よ
り
お
答
え
し
て
お

り
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ
先

甲
府
地
方
法
務
局

０
５
５
―
２
５
２
―
７
１
５
３

（
※
申
し
訳
ご
ざ
い
ま
せ
ん
が
、
業
務

時
間
以
外
は
通
じ
な
い
こ
と
が
ご
ざ

い
ま
す
。）

6

町
か
ら
の
お
知
ら
せ
・
お
知
ら
せ

西桂町役場 25-2121 教育委員会（YLO会館） 25-2941 いきいき健康福祉センター 25-4000

Ｙ
Ｌ
Ｏ
会
館

建
設
水
道
課
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お
知
ら
せ

春
休
み
子
ど
も
の
「
き
こ

え
」
と
「
こ
と
ば
」
の
相

談
会
の
お
知
ら
せ

日
時

３
月
21
日

〜
３
月
22
日

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

場
所

県
立
ろ
う
学
校
（
山
梨
市
大

野
１
０
０
９
）
幼
児
指
導
室

対
象

０
歳
児
よ
り

相
談
内
容

１
　
お
子
さ
ま
の
「
き
こ
え
」
と

「
こ
と
ば
」
に
関
す
る
悩
み
相
談

２
　
「
き
こ
え
」
と
「
こ
と
ば
」
に

不
安
の
あ
る
お
子
さ
ま
へ
の
関

わ
り
方
ア
ド
バ
イ
ス（
育
児
相
談
）

３
　
聴
力
測
定

４
　
補
聴
器
調
整

お
申
込
・
お
問
い
合
わ
せ
先

き
こ

え
と
こ
と
ば
の
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
　
　

０
５
５
３
―
２
２
―
１
３
７
８

【
県
民
文
化
祭

み
ん
な
の
手
芸
展
】
開
催

日
頃
か
ら
様
々
な
手
芸
に
親
し
ん

で
い
る
グ
ル
ー
プ
が
集
う
「
み
ん
な

の
手
芸
展
」
を
開
催
い
た
し
ま
す
。

そ
の
多
様
な
ジ
ャ
ン
ル
の
作
品
を

ご
覧
い
た
だ
き
た
く
、
ご
案
内
申
し

上
げ
ま
す
。

展
示
日
時

２
月
24
日

〜
３
月
４

日

〈
２
月
26
日
は
休
館
〉
午
前
９

時
〜
午
後
５
時
　
最
終
日
は
午
後
４

時
ま
で

出
展
作
品

パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
・
編
み

物
・
染
色
・
粘
土
細
工
・
陶
芸
・
切

り
絵
・
押
し
花
・
生
活
小
物
細
工
・

レ
ザ
ー
ク
ラ
フ
ト
な
ど

展
示
場
所

山
梨
県
郡
内
地
域
産
業

振
興
セ
ン
タ
ー
　
富
士
吉
田
市
上
吉

田
２
２
７
７
―
３

主
催
者

み
ん
な
の
手
芸
展
実
行
委
員
会

お
問
い
合
わ
せ
先

（
財
）
山
梨
県

郡
内
地
域
地
場
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー

24
―
４
４
０
６

職
業
訓
練
法
人

富
士
吉
田
職
業
訓
練
協
会

よ
り
お
し
ら
せ

２
級
建
築
士
受
験
準
備
講
座

及
び
２
級
土
木
施
工
管
理
技

士
受
験
準
備
講
座
を
次
の
と

お
り
開
催
い
た
し
ま
す
。

２
級
建
築
士
受
験
準
備
講
座

日
時

４
月
上
旬
か
ら
32
日
間

午
後
６
時
〜
10
時

（
テ
キ
ス
ト
代
、
願
書
代
別
途
）

受
講
料

会
　
員
４
０
、
０
０
０
円
　
　

非
会
員
４
２
、
０
０
０
円

２
級
土
木
施
工
管
理
技
士
受
験

準
備
講
座

日
時

５
月
上
旬
か
ら
18
日
間

午
後
６
時
〜
９
時

受
講
料

会
　
員
３
０
、
０
０
０
円
　

非
会
員
３
２
、
０
０
０
円

場
所

富
士
吉
田
職
業
訓
練
校

締
切
り

３
月
30
日
（
金
）

お
問
い
合
わ
せ
先

富
士
吉
田
職
業

訓
練
協
会
　

２
２
―
５
２
１
４

自
宅
が
キ
ャ
ン
パ
ス

「
放
送
大
学
」

放
送
大
学
は
テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
を

利
用
し
て
授
業
を
行
う
通
信
制
の
大

学
で
す
。

お
よ
そ
３
０
０
科
目
あ
る
授
業
か

ら
、
１
科
目
だ
け
を
学
ぶ
こ
と
も
で

き
ま
す
。

現
在
、
平
成
19
年
度
第
１
学
期

（
４
月
入
学
）
教
養
学
部
生
お
よ
び
大

学
院
生
を
募
集
中
！

○
入
学
資
格

教
養
学
部
は
15
歳
以
上
な
ら
ば
誰

で
も
無
試
験
で
入
学
で
き
ま
す
。

大
学
院
の
修
士
選
科
生
・
修
士
科

目
生
は
18
歳
以
上
な
ら
ば
誰
で
も
無

試
験
で
入
学
で
き
ま
す
。

○
出
願
受
付
期
間

平
成
19
年
２
月
15
日
（
木
）【
必
着
】

ま
で

※
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。ま

た
、
放
送
大
学
山
梨
学
習
セ
ン

タ
ー
で
は
、
随
時
一
日
体
験
入
学
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

学
習
方
法
や
授
業
内
容
に
関
心
の

あ
る
方
は
、
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
体
験

し
て
く
だ
さ
い
。

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

●
資
料
請
求
・
問
い
合
わ
せ
先

放
送
大
学
　
山
梨
学
習
セ
ン
タ
ー

０
５
５
―
２
５
１
―
２
２
３
８

放
送
大
学
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

h
ttp

://w
w
w
.u
-a
ir.a

c.jp
/

自衛隊では、２等陸海空士を次のとおり募集します。詳細は、自
衛隊山梨協力本部大月地域事務所へお問い合わせください。

平 成 18 年 度 採 用 ２等陸海空士募集案内

２ 等 陸 海 空 士

受 付 期 間

試 験 日

試 験 科 目

採 用 日

18歳以上

27歳未満の男子

年間を通じておこなっております

２月26日及び３月12日

筆記・口述試験、作文、適性検査、身体検査

３月下旬から４月上旬予定

お問い合わせ先

大月地域事務所

大月市御太刀２－８－10大月合同庁舎内

０５５４－２２－７８９８
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お
知
ら
せ

国民年金は
３つの年金で
あなたをサポートします。

老齢基礎年金
平成18年度年金額：７９２,１００円（満額）
20歳から60歳までの40年間、全期間保険料を納付された

方は65歳から満額の老齢基礎年金が支給されます。

また、老齢基礎年金を受給するためには、保険料を納め

た期間と保険料を免除された期間が、最低25年（300月）

であることが必要です。

障害基礎年金
平成18年度金額：９９０,１００（１級）

７９２,１００（２級）
国民年金に加入中の病気やケガにより、障害の状態にあ

る間は障害基礎年金が支給されます。

遺族基礎年金
平成18年度金額：１,０２０,０００円（妻）
（基本額：７９２,１００円＋子１人の加算額：２２７,９００円）

国民年金に加入中の方が亡くなったとき、その方に生計を維持されていた｢子のある妻｣又は｢子｣に支給されます。

※障害基礎年金や遺族基礎年金を受けるためには、障害や死亡といった事後が発生するまでの公的年金の加入期間の

２/３以上の期間について、保険料が納付又は免除されていること、もしくは初診日又は死亡された日の属する月の

前々月までの１年間に未納がないことが必要です。

国民年金は「安心」で「お得」な制度です。

１．老後をずっと支える終身の年金・・・・・・生きている限り年金が受け取れる一生涯の保障です。

２．不測の事態に備える保険としての年金・・・公的年金制度の障害・遺族年金は20人に１人が受給しています。

３．納めた保険料分は税金の負担が軽減・・・・納めた保険料は、全額が税控除の対象となります。

４．生涯の年金額は保険の1.7倍以上

20歳（1985年生）保険料１,２００万円⇒年金額２,１００万円（1.7倍）

50歳（1955年生）保険料 ６００万円⇒年金額１,４００万円（2.3倍）

※納付期間、平均余命、物価上昇率など一定の条件のもとに厚生労働省が資産（平成16年）したものです。

山梨社会保険事務局　大月事務所
０５５４－２２－３８１１

お問い合わせ先
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ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

西
桂
町
を
き
れ
い
に
す
る
会

１
月
10
日
の
活
動
は
、
町
内
の
ゴ

ミ
拾
い
を
し
た
後
、
繭
玉
を
作
り
、

い
き
い
き
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
、
保

育
所
、
Ｙ
Ｌ
Ｏ
会
館
に
飾
り
つ
け
ま

し
た
。

保
育
所
で
は
、
年
長
さ
ん
が
繭
玉

さ
し
に
挑
戦
。
最
近
は
、
各
家
庭
で

見
る
こ
と
が
少
な
く
な
っ
て
き
た
大

き
な
団
子
バ
ラ
に
さ
し
た
繭
玉
に
、

園
児
も
大
喜
び
で
し
た
。

◎
温
か
い
善
意
を

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

寄
付
者
名
　
　
　
　
　
　
物
　
品

滝
口
さ
ん
　

ベ
ル
マ
ー
ク

薬
の
タ
ム
ラ
さ
ん
　
紙
パ
ン
ツ
５
箱

紙
パ
ッ
ト
２
箱

権
守
文
夫
さ
ん
　
　
紙
パ
ッ
ト
６
袋

大
パ
ッ
ト
１
３
０
枚
他

西
桂
小
学
校
さ
ん

タ
オ
ル
２
３
２
枚

石
鹸
１
６
２
個

西
桂
中
学
校
さ
ん

タ
オ
ル
３
０
５
枚

石
鹸
１
９
１
個

西
桂
小
・
中
学
校
さ
ん
か
ら
の
善

意
の
品
は
、
い
き
い
き
健
康
福
祉
セ

ン
タ
ー
、
保
育
所
等
で
、
大
切
に
使

わ
せ
て
頂
き
ま
す
。

－平成18年度　社会福祉協議会会費実績－

目標額：702,000円
達成率：101％

集められた会費は、社会福祉協議会の活
動を支える自主財源として、大切に使わ
せて頂きます。

ご協力ありがとうございました

－平成18年度　赤い羽根共同募金実績－

次の団体からもご寄付がありました。（敬称略・順不同）
都留仏教会　20,000円
丸統富士吉田青果商業協同組合　10,000円

－赤い羽根共同募金（大口）及び歳末たすけあい運動－

なお、共同募金については、山梨県共同募金会からの目標額の割当てが、昨年度949,900円に対し、今年度は1,139,200円
になりました。そのため、区長会、民生委員会、レディース西桂等の各役員さんに集まって協議して頂いた結果、今年度よ
り、戸別募金を500円以上から600円以上に、また大口募金を3,000円以上から3,500円以上で協力を頂くことになりました。
皆さんのご理解とご協力に感謝いたします。

目標額：　　
1,139,200円

達成率：
95.1％

集められた寄付金
は、民間社会福祉
の資金として、大
切に使われます。

倉　見

柿　園

本　町

上　町

下暮地

合　計

世帯数

305

255

110

317

267

1 , 2 5 4

金　額

152,500

127,500

55,000

158,500

133,500

627,000

世帯数

13

31

9

13

16

82

金　額

13,000

31,000

9,000

13,000

16,000

82,000

合　　計

165,500

158,500

64,000

171,500

149,500

709,000

普 通 会 員 特 別 会 員

地　区

倉　見

柿　園

本　町

上　町

下暮地

中学校

その他

合　計

303

255

110

316

267

1 , 2 5 1

181,800

153,000

66,000

189,600

160,200

750,600

1 3

3 1

8

13

12

2

79

52,000

108,000

26,000

45,500

42,000

30,000

303,500

合　　計

233,800

261,000

92,000

235,100

202,200

18,044

41,384

1,083,528

戸 別 募 金 大 口 募 金

18 , 0 4 4

4 , 8 5 7

2 2 , 9 0 1

街頭募金

6 , 5 2 7

6 , 5 2 7

職域募金
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フ
ォ
ト
ニ
ュ
ー
ス

児童館活動報告

12/9
もちつき大会
＊民生委員さんにご協力いた

だき、おいしいお餅をお腹い

っぱい頂きました＊

12/16
クリスマス会
＊マジックやパネルシアタ

ーを披露しました＊

12/27
はごいた作り
＊絵や抱負を書き、みんなで

羽根つきをして遊びました＊

母親クラブ活動報告 12/16
クリスマス会
＊親子で素敵なクリスマスリースを仕

上げました＊
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フ
ォ
ト
ニ
ュ
ー
ス

12月7日(木)、保育所ではおやつの
時間に、年長児がおにぎり作りを行
ないました。おにぎりを作るのが初
めての子どももいましたが、楽しく
取り組みながら自分で作ったおにぎ
りは、どんなごちそうよりもおいし
かったようです。
今後も保育所では、子ども達の心
と身体の健康を考え、「食育」につい
ての様々な取り組みを実施してまい
ります。

保 育 所

12月21日(木)毎年、恒例の「クリスマス会」
が行なわれました。クリスマスソングが流れる
中、キャンドルの灯かり・ツリーの光に導かれ
始まった、沢山の出し物に子ども達はうっと
り・・・。サンタクロースからのプレゼント、
クリスマスメニューの給食に大満足でした。午
後には、劇団バクによる人形劇「うさぎとかめ」
を鑑賞し、とても楽しい一日となりました。

クリスマス会

おにぎり作り
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お
め
で
た
（
誕
生
）

保
護
者

倉
　
見
　
牛
　
田
　
和
　
希
　
茂
徳

お
く
や
み
（
死
亡
）

親
族

倉
　
見
　
渡
　
邉
　
小
三
郎
　
晴
明

柿
　
園
　
定
　
月
　
由
　
一
　
伸
二
　

上
　
町
　
宮
　
下
　
て
る
代
　
正
己

下
暮
地
　
郷
　
田
　
ま
つ
江
　
粂
雄

下
暮
地
　
新
　
田
　
磯
　
治
　
新
一
郎

下
暮
地
　
権
　
守
　
喜
代
蔵
　
文
夫

下
暮
地
　
權
　
正
　
友
　
子
　

久

12
月
届
出

行
事
予
定
・
人
の
う
ご
き

慶

弔
人口と世帯

平成19年１月１日現在

男 ２,４２３人（－８）

女 ２,４７３人（－２）

合計 ４,８９６人（－10）

世帯 １,５０８世帯（－３）


